






研究目的 

胎児発育診断は胎児監理にとって必要不可欠であり,我々は 7年前から胎児外来を設け,超

音波断層法による異常妊娠や胎児発育異常の早期診断に努めてきた。今回,我々は超音波検

査を中心とした胎児監視システムに従い,妊娠初期から系統的に胎児計測を行い,妊娠中期

以降の胎児各計測値をもとに胎児推定体重発育曲線を作成し,IUGR の早期診断の評価につ

いて検討した。 


